
平成２４年度市民ワークショップ 検討結果

(３)第２回市民ワークショップ
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●仕組みづくり

●環境教育の充実

●脱車依存型社会の取組

●環境配慮型企業への支援

●情報発信の強化

●国への働きかけ

●環境負荷軽減の取組

●自然との共生に対する理解

●生活の中でのマナーを守る

●ゴミの発生抑制・再利用・再生利
用の実践

●地域交流に関わる

●再生可能エネルギーの活用

●環境に優しい取組

●環境活動への支援

●企業方針の転換

●環境技術の開発

●業界として取組む

集まればできそうなこと

●地域で環境活動を実施 ●農業振興

●子どもの環境教育

目指す方向性（テーマ１）

◆環境教育の推進 ◆循環システムの導入
◆自動車依存型社会からの移行 ◆次世代自動車の普及
◆不法投棄対策
◆再生可能エネルギーの導入

環境・アメニティ 施策１ 地域から取り組む「環境への負荷の少ない持続可能な社会」
の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●情報発信の強化
●エネルギー等の地産地消
●水辺空間の整備
●農地の保全・活用
●自然教育の充実
●魅力的な生活環境の整備
●環境配慮企業への支援

●ゴミの発生抑制・再利用・再生利
用の実践
●地産地消を実践

●技術の開発
●リサイクルの強化
●農業振興
●水資源の確保

集まればできそうなこと

●みんなが一丸となって取り組む
●地域コミュニティの活用

目指す方向性（テーマ１）

◆ゴミの発生抑制・再利用・再生利用の促進 ◆さいたま市の魅力化
◆適正な廃棄物の処理 ◆情報の共有化
◆循環システムの推進
◆市民の環境意識を醸成

環境・アメニティ 施策2 「ともに取り組み、参加する めぐるまち（循環型都市）の創造」

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）

21



行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●自然を保全する仕組みづくり
●自然を活用するための環境整備
●水辺環境の整備
●地域活動への支援
●市民の環境への関心を高める
●環境貢献の大きい企業の誘致活動

●自然環境に関心をもつ
●ゴミの削減
●身近な自然を保全
●環境活動への参加

●環境改善活動への貢献
●ＩＳＯ14001の取得及び取組
●環境教育への支援
●地域活動への支援

集まればできそうなこと

●グランドデザインづくり
●清掃活動
●自然の再生

目指す方向性（テーマ１）

◆自然の保全

◆自然の活用

◆自然に親しむ環境づくり

◆景観の保全

環境・アメニティ 施策３ 「人と自然が共生する緑豊かな都市」の創造

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●施設の整備
●制度等の見直し

●地域の子ども、子育てに関わる
●意識の改善

●企業体質の改善
●制度の改善

集まればできそうなこと

●地域ぐるみで子どもを育てる
●地域を構成する各世代が自立する

目指す方向性（テーマ１）

◆子育て世代に最も予算を投じる政策の実施 ◆学区の設定方法の改善

◆施設の充実 ◆教員の質の向上
◆保育所、幼稚園の充実 ◆教育都市を宣言
◆医療環境の充実 ◆治安の確保
◆いじめ、虐待対策の強化 ◆自立した市民
◆地域で支える子育て

健康・福祉 施策１ 子育てしやすい都市の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●ふれあい、交流・語らいの場の
整備
●健康、病気予防策
●自由に移動できる環境の整備

●今ある活動の継続による交流の
維持
●健康、病気予防策

●「生きがい作り」のための積
極的な社会参加の機会の確保
●買い物環境の整備
●健康、病気予防策

集まればできそうなこと

●「小さなまとまり」で日常だけでなく、有事の時にも助け合えるつながりを持つ

目指す方向性（テーマ１）

◆自由に移動できる環境整備

◆近隣住民への関心・関与の仕方

◆公民館などの地域交流の場の気軽な活用

◆医療環境の整備

健康・福祉 施策２ 高齢となっても暮らしやすい都市の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●就労等の社会参画への支援
●経済面での支援
●協力企業への支援
●自由に移動できる環境の整備

●障害への理解（心のバリアをとる）
●障害者雇用企業への支援

●技術支援による環境整備

集まればできそうなこと

●日ごろの交流により、助けが必要な時に声をかけあえる環境づくり

目指す方向性（テーマ１）

◆就労施設などの施設整備

◆就労環境の整備

◆手助けのしづらい状況、助けを求められにくい環境の改善

健康・福祉 施策３ 誰もが地域の中で自分らしく暮らせる都市の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）

25



行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●医療体制の充実
●災害時対策の充実
●食の安全性の確保
●健康づくりの推進
●自殺者対策の取組みの充実
●心安らぐ憩いの空間の創出

●自分の健康管理を行う
●積極的に人とのつながりをもつ
●災害時対策への協力

●救急医療への協力
●健康づくりの推進
●食の安全性の確保
●地元事業の強化
●自殺者対策の取組みの充実

集まればできそうなこと

●集まる場づくり
●健康づくりの推進

目指す方向性（テーマ１）

◆健康な生活 ◆安心な生活

◆長生きする ◆生きがいのある生活

◆前向きな生活

健康・福祉 施策４ 心身ともに健康で活力に満ちた社会の創出

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●教員の質の向上
●教員の負担軽減
●設備の充実
●学校に関する情報発信
●様々な体験の機会を創出

【市民】
●教育現場と関わりを持つ
●学校の問題を共有
【保護者】
●父親の積極的な参加
●何でも学校の責任にしない

●子どもたちに多様な体験の場
を提供
●土曜チャレンジスクールへの
参加
●青少年育成への協力

集まればできそうなこと

●学校と地域のコミュニケーションを図る ●学校施設の環境改善
●学校の問題を地域全体の問題として捉える ●青少年の育成
●多様な体験の場・機会の創出

目指す方向性（テーマ１）

◆教育格差の是正 ◆情報を学校と家庭が共有
◆人間力を高める ◆学校施設の活用・改善
◆海外でも通用する人材を育成 ◆子どもたちの自由な時間を増やす
◆教育における家庭の役割を重視 ◆高校生の居場所づくり
◆教員の質の向上

教育・文化・スポーツ 施策１ 希望をはぐくむ教育の推進と青少年の健全育成

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●人材を引っ張り上げることが必要
●人材登録など仕組みの構築
●意見の言える場の整備
●活動団体や企業との橋渡し
●助成金の活用
●講師等の有料化
●ダイレクトメールの活用

●壁新聞などの貼り出し
●インターネットの活用

●ビジネスと生涯学習機会の連携
●埼玉大学による公開講座の
実施

集まればできそうなこと

●ワークショップを活用した生涯学習のきっかけづくり
●ポイント制の導入

目指す方向性（テーマ１）

◆情報発信の改善 ◆豊富な講座メニューがウリのさいたま市

◆プログラムの充実 ◆地域密着型の生涯学習の場の創出
◆参加のための仕組みの構築 ◆コミュニケーションのとれたまち
◆場所の活用 ◆市民一人一人が参加し人を大事にする教育文化のまち
◆市内人材の活用 ◆心が豊かな市民が住むまち
◆多様な機会の活用

教育・文化・スポーツ 施策２ 生涯を通じた学びの充実とその成果の活用

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●情報発信方法を工夫
●スポーツ施設の魅力向上
●サイクリング環境を整備
●世界的なスポーツイベントを
誘致
●女子のサッカークラブを創設

●イベントへの参加
●行政サービスへの対価の支払い
●地域コミュニティの充実

●女子のサッカークラブを創設

集まればできそうなこと

●イベントへの参加
●行政サービスへの対価の支払い
●地域コミュニティの充実

目指す方向性（テーマ１）

◆情報発信方法の改善

◆行政の取組と市民ニーズとのミスマッチの縮小・解消

◆誰もが参加できるスポーツの場の創出

教育・文化・スポーツ 施策３ 健康で活力ある「スポーツのまち さいたま」の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●文化教育の充実
●市民参加型のイベントを開催
●情報発信方法を工夫
●情報案内を充実
●文化資料のデータベース化

●イベントへの参加
●地元の歴史に興味を持つ
●子どもに文化を伝承

特になし

集まればできそうなこと

●イベントへの参加
●地元の歴史に興味を持つ
●子どもに文化を伝承

目指す方向性（テーマ１）

◆魅力の創出

◆情報発信方法の改善

◆行政の取組と市民ニーズとのミスマッチの縮小・解消

教育・文化・スポーツ 施策４ さいたま文化の創造・継承と発信

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●市街地の質の向上
●緑の空間の保全・創出
●自転車利用環境の整備
●生活道路の整備
●ＩＣＴ基盤の整備
●低炭素・環境への取り組み

●自転車マナーの向上
●ＩＣＴ基盤の強化
●低炭素化への貢献

●低炭素化への取組

集まればできそうなこと

●市街地の質の向上

目指す方向性（テーマ１）

◆計画性のある都市開発の推進 ◆住みよいまちの実現

◆緑の保全 ◆ ICT環境の強化
◆自転車利用の安全教育 ◆市民生活に役に立つデータの活用
◆道路環境の改善 ◆将来も「選ばれる」まちになる
◆治安の確保

都市基盤・交通 施策１ 低炭素で質の高い生活環境を提供する市街地の形成

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●都心・副都心のあり方について、
市民と共有化
●実情に合った都市整備の推進
●都心・副都心への交通アクセス
の充実
●個人商店を残す工夫、努力、公
的サポートの実施

●個人商店を残す努力 ●（鉄道事業者）駅の質の向上
●駐車場の休日開放
●都心のプロモーション活動の
促進

集まればできそうなこと

目指す方向性（テーマ１）

◆都市整備のあり方の検討 ◆大宮駅周辺の道路・公共交通の改善

◆都心・副都心の位置付け・性格付けの明確化 ◆さいたま新都心の国際対応力の強化

◆個人商店の活性化 ◆浦和駅周辺地区の位置付けの明確化

◆周辺から副都心までのアクセス、足の確保 ◆武蔵浦和駅の改善

◆駅のバリアフリー化 ◆さいたまスーパーアリーナの一層の活用
◆岩槻駅周辺地区の商業機能の充実

都市基盤・交通 施策２ にぎわいや交流を創出する魅力的な都心・副都心の形成

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）

【都心・副都心それぞれについて】
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●交通体系や計画の見直し
●公共交通への転換の推進
●交通規制の見直し
●道路の改善
●駐車場、駐輪場の確保
●自転車の安全対策
●さいたま市の自然を生かした交
通

●安全交通マップの作成
●自転車利用を減らし、公共交通機
関の活用

●フレックスタイムの導入
●公共交通の充実
●駅の改善
●バスの充実

集まればできそうなこと

●安全交通マップの作成

目指す方向性（テーマ１）

◆駅の改善

◆公共交通の充実

◆自転車利用を減らす

◆交通渋滞の緩和

都市基盤・交通 施策３ 暮らしや交流、活力を支える交通体系の構築

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●情報発信の強化【全般】
●明確な計画づくり【商業】
●エンタテイメント産業の誘致

【商業】
●企業誘致の検討【企業誘致】
●起業家支援【雇用】

●地産地消の生活を送る【農業】
●商業活性化の一役を担う

【商業】
●子育てのサポートに参画【サー
ビス業、コミュニティビジネス】

●農地の提供【農業】
●ブランド店の出店【商業】
●地元企業と地域の連携

【商業】
●マッチングの推進【雇用】

集まればできそうなこと

●地域の商業をみんなで盛り上げる【商業】

目指す方向性（テーマ１）

◆地域ブランドの確立【全般】
◆子どもから大人まで楽しめるまちづくり【全般】
◆寝・職・遊が揃ったまちづくり【全般】
◆さいたま市らしい農業振興【農業】
◆商業の魅力向上【商業】
◆回遊性のある観光地づくり【観光】

産業・経済 施策１ 地域の産業を守り、育てる環境の整備

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）

◆地域の課題解決となるビジネスの創出【サービス業、
コミュニティビジネス】
◆新たな企業誘致策の活用【企業誘致・新産業】
◆ロボット産業、環境産業の推進【企業誘致・新産業】
◆若者の地元雇用の推進【雇用】
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●企業誘致に向けたＰＲの強化
●他業種への進出支援
●サテライトキャンパスの充実
●医療産業（病院ほか）の集積
に向けた支援
●さいたま市の強みを活かした
産業の強化

●さいたま市の強みを活かした産業
の強化

●医療関連施設（病院等）を立地
●病院の患者ニーズへの対応
●さいたま市の強みを活かした産
業の強化

集まればできそうなこと

●強みをＰＲ ●サテライトキャンパスの充実
●能力ある高齢者・女性の活用・人材集め ●さいたま市の強みを活かした産業の強化

目指す方向性（テーマ１）

◆企業誘致 ◆医療産業（病院ほか）の集積

◆他業種への進出 ◆さいたま市の強みを活かした産業の強化

◆能力ある高齢者・女性の活用 ◆商業、エンタテイメント産業の充実

◆サテライトキャンパスの設置

産業・経済 施策２ さいたま市の特性を生かした新たな産業の創造

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●学生の選択肢の幅を広げる
●企業との求職者とのミスマッチ対策
●雇用支援の情報発信の強化
●保育付きの就労支援
●金融面での支援

●地域経済の担い手の意識をもつ
●地産地消の実践
●起業
●ネットワーク整備

●積極的なＰＲ
●人材育成制度の充実
●終身雇用制

集まればできそうなこと

●レベルの高い人材育成
●地域に愛着をもった人材の育成

目指す方向性（テーマ１）

◆雇用の拡大

◆地元でのビジネスの創出

◆女性労働力の拡大

産業・経済 施策３ 地域経済を支える人材の育成と就労支援

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●行政の災害時体制の強化
●情報伝達の強化
●災害に強いまちづくりの推進
●企業との連携強化
●市民との連携

●高齢者・障害者対応
●家族でのとりきめ
●転入者を含めた地域ぐるみの対策強化
●防災カードを活用
●防災グッズの利用方法の習得

●災害時協力
●安全な街づくりの促進

集まればできそうなこと

●地域ぐるみの防災体制の確立
●治安対策

目指す方向性（テーマ１）

◆確実な避難時対応及び避難場所の設定、周知（災害対策） ◆備蓄物資の有効活用（災害対策）
◆地域で担う災害対策 ◆豪雨対策（災害対策）
◆帰宅困難者対応（災害対策） ◆地域の耐震性・リスクの把握
◆災害時に活用できる施設整備（災害対策） ◆防災に対する市民への啓発
◆他都市との連携（災害対策） ◆消防の充実

安全・生活基盤 施策１ 災害に強い都市の構築

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）

37



行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

【交通関連】
●道路の整備
●交差点の整備
●自転車対策
●交通安全対策
【防犯関連】
●防犯対策、体制の強化
●防犯設備の整備
【消費生活関連】

●消費者の安全確保対策

【交通関連】

●交通安全に対する意識、教育、
監視などの取組
【防犯関連】
●近隣、地域との協力など
【消費生活関連】
●警戒心をもつ

●地域コミュニケーションの活性化

【交通関連】

●交通安全についての社内教育
●安全遵守者の表彰制度の導入
●交通安全のＰＲ支援

●登校時のサポート
【防犯関連】

●防犯機能の充実、避難場所の
提供
●子供への携帯電話の配布
【消費生活関連】

●ＩＴ技術の活用

集まればできそうなこと

【交通関連】 ●普及啓発、パトロール、人材育成などの交通安全対策の取組
【防犯関連】 ●パトロール、注意喚起、防犯教育などの取組 ●バス運行による帰宅支援
【消費生活関連】 ●消費生活の安全確保への取組 ●高齢者の被害を防ぐ

目指す方向性（テーマ１）

◆通行者のマナー向上 ◆交通安全教育の強化 ◆防犯の推進 ◆消費生活の安全確保

安全・生活基盤 施策２ 犯罪や交通事故の少ない生活環境の形成

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとり、企業、集まれば
できそうなこと

【上水道】
●安全確保
●施設整備
●情報発信、説明責任
●平等なサービス提供
【下水道】
●整備の推進
●災害時の対応策を準備

【住宅】
●建替え支援
●効率的な資産活用
●公平な入居審査の実施

【上水道】
●興味をもつ
●●節水
●災害時の蓄え
【下水道】
●ハザードマップの作成
●情報発信の強化
●水質・環境に配慮した使用

【住宅】
●地域コミュニティづく
り
●市営住宅の質の向上、
多様化への取組

目指す方向性（テーマ１）

◆人口減少社会を見据えた計画 ◆強い下水道の整備

◆災害時にも強いインフラ ◆多様な住宅の整備

◆安全・安心な水の供給（上水道）

安全・生活基盤 施策３ 未来につなげる安全・安心な生活基盤づくり

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●女性登用の拡大
●相談体制の充実
●学校でのいじめ問題への対応
●人権教育の実施
●企業への啓発
●市民ボランティアの仕組みの充
実
●情報発信や広報の方法を工夫

●人権問題について意識する
●相談する
●日頃からコミュニケーションをとる
●ボランティアへの登録

●若い世代の育成
●ワーキングシェアの導入
●女性登用の促進

集まればできそうなこと

●地域コミュニティの充実

目指す方向性（テーマ１）

◆家庭内での男女差別の是正
◆学校のいじめ問題、児童虐待への対応
◆同和問題に対する市民の意識を高める
◆見守り、相談体制の充実
◆地域コミュニティの充実

交流・コミュニティ 施策１ 人権尊重社会の実現

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●支援情報の周知の徹底
●コミュニティ協議会の拡大

●自治会への参画
●地域を支える活動に参加

●若者の地元勤務に向けた支
援
●地域の担い手育成支援

集まればできそうなこと

●時代に合った自治会組織に変える

目指す方向性（テーマ１）

◆自治会の充実・強化 ◆ＮＰＯの活用

◆子供つながりのコミュニティの活用 ◆行政の取組み情報の発信強化

交流・コミュニティ 施策２ ふれあいのある地域社会の形成と活性化

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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行政がすべきこと 市民一人ひとりができること 企業ができること

●『身近な』イベント型の交流機会の
創出
●『身近な』単位での交流拠点づくり
●外国人が普通に暮らせるような公
共サービス、サポートの整備・周知
●多文化交流のベースとしての平和
教育の導入

●多文化交流をサポート ●多文化交流への企業協賛

集まればできそうなこと

●『身近な』イベント型の交流機会の創出
●『身近な』単位での交流拠点づくり

目指す方向性（テーマ１）

◆公共サービスの多文化対応の充実

◆国際化・多文化交流に必要な教育の実施

◆多文化交流の促進

交流・コミュニティ 施策３ 多文化共生・世界に開かれた都市づくり

― 検 討 結 果 の 全 体 像 ―

取組の方向性（テーマ２）
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